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貴金属などの訪問押し買い詐欺・目次








はじめに

事例マンガ

解説

　ポイント１　買い取り業者が不意打ち的に勧誘してくる

　ポイント２　許可業者か必ず確認。あやしければ個人情報は渡さない

　ポイント３　被害に遭ってから取り返すことは難しくクーリングオフも使えない









	わたしはダマサレナイ！！

		　ここで紹介するマンガは、実際に起きた事件をもとに、その「だましのシーン」を再現したものです。

			なぜだまされてしまうのか？

			ここで再現する巧みな策略に、その秘密が隠されています。

			「私だけは大丈夫！」

			なんて甘く考えてはいませんか？

			実はそう考える人こそ被害に遭いやすいのです。


       	
			[金融広報中央委員会（知るぽると）について]

			
                　おかねについてのあれこれを、みんなにもっと知ってほしい。

わかりやすい金融情報を提供して、よりいきいきとした生活設計をお手伝いしたい。

そんな思いで働いているのが、金融広報中央委員会。

日本銀行の中に事務局のある、公正・中立な機関です。

「知るぽると」の“ぽると”は「港」「入口」。おかねの情報が集まる「港」として、おかねの知識への身近な「入口」として、活動の進化をはかる金融広報中央委員会の愛称です。
                

            

        






    	
    			※注意※ マンガはお読みの画面サイズに合わせて、左上から順にコマが配置されます。左→右へと読み進めてください。
    	

	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
	        
    
	    ※この物語はフィクションです。

    







			金の高騰を背景に貴金属などの悪質な訪問押し買いの被害が急増

			
				　現在、世界的に金の価格が高騰している ことなどを背景に、相場などの知識が少ない人、特に高齢者に対しての悪質な訪問〝押し買い〟詐欺が急増しています。これまでは強引にモノや権利、サービスなど、ニセモノを高額で売りつける押し売りのような詐欺が多かったのですが、今回は相手に売りつけるのではなく、貴金属などを相場水準とかけ離れた低い価格で強引に買い取って損害を与える詐欺です。

			

			
			  ポイント1

				買い取り業者が不意打ち的に勧誘してくる

				
					　貴金属の押し買い詐欺は、在宅中の高齢者を突然訪問し、「金の相場が上がっている」、最近では「東日本大震災などによって、金を材料とする医療機器が不足している」などといって、お年寄りが持っている貴金属やアクセサリーの高額買い取りを持ちかけることから始まります。この詐欺では不意打ち的に貴金属の売却を勧められるため、被害者は価格を冷静に考えることができないままトラブルが発生しています。

					　お年寄りはそれなりに貴金属を持っている場合が多く、しかも今では使わなくなったものも多いようです。また自分の貴金属類が「少しでも震災の役に立つなら」という思いに駆られ、被害に遭いやすくなるのです。

					　実際の被害としては、貴金属数点から多いと15～20点くらいを買い取られます。場合によっては、その場で、鑑定士と呼ばれる別の人を呼び出し鑑定するフリをします。はじめは「高く買い取る」と言いながら、相手に知識のないことを見越し、実際の相場よりかなり安く買い叩きます。ずいぶんと安いのではないかと被害者が売却するか迷っていると、その場に居座り、「早くしろ」と強引にすべてを買い取って行ってしまうという「押し売り」ではなく「押し買い」をするのです。

				

			

			
			  ポイント2

				許可業者か必ず確認。あやしければ個人情報は渡さない

				
					　古物の売買は、古物営業法により、都道府県公安委員会の許可が必要です。また、行商を行う際は許可証の携帯が必要です。買い取りに来た業者が許可業者かどうかを必ずチェックしましょう。

					　また、古物営業法では、買い手は売り手の名前、住所などを確認しなければいけないことになっていますが、相手が許可業者でもないのに、健康保険証など自分の個人情報を教える必要は全くありません。相手が許可業者かどうか必ず確認してください。

					　こうした悪質業者の手口で特徴的なのは、具体的な証拠を何一つ残さないことです。契約書を交わさないケースが多いことや、もっともらしく鑑定するふりをしながら実際は重さを量ることすらせず、見積もりも出しません。契約書を交わしたとしても、あらかじめ「解約はしません」という確認書を書かせるケースも多いです。こうした確認書が出てきたら怪しいと思いましょう。

				

			

			
			  ポイント3

				被害に遭ってから取り返すことは難しくクーリングオフも使えない

				
					　被害に遭った品を取り返すことは非常に難しいのが現状です。こういった詐欺の場合、前述のとおり本来必要となる契約書を取り交わすことは少なく、解約を申し出ても「解約をしない」という確認書をたてに解約を拒否したり、そうした確認書を書いていなくても、「もう別の業者に転売した」「もう溶かした」などと言って売り渡した貴金属を返してもらえません。さらに、業者の連絡先が分からないこともあります。そもそも業者と連絡が取れなければ解決は困難です。

					　この詐欺は被害者である消費者側が「売り手」になってしまうために特定商取引法のクーリングオフの適用がありません（２０１２年３月時点）。現在、訪問買い取りの場合もクーリングオフなどが使えるようにする特定商取引法改正の動きがありますが、まず自分自身が気をつけることが重要です。

					　また、マンガにあるように町全体が被害に遭うケースもみられていますので、普段から地域でのコミュニケーションをとることも自衛手段といえるでしょう。

				

			

			
				
					［詳しい情報やご相談］

                    ●全国の消費生活センター

						http://www.kokusen.go.jp/map/index.html


                    ●消費者庁 貴金属の訪問買取りに関する研究会中間取りまとめ

						http://www.caa.go.jp/trade/pdf/111209kouhyou_1.pdf


                    ●国民生活センター 報道発表

						http://www.kokusen.go.jp/pdf/n-20101221_2.pdf


                

            

			

			この電子ブックは、金融広報中央委員会の広報誌『くらし塾 きんゆう塾』Vol.20 2012年春号（2012年4月発刊）の記事から作成したものです。

	            ●金融広報中央委員会

						http://www.shiruporuto.jp/


						© 金融広報中央委員会 2012-2013 
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